
やしお市議会だより
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▼
税
務
施
策
に
つ
い
て
▼
中
川
堤
防

に
つ
い
て
▼
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
▼

八
潮
駅
前
（
北
側
）
環
境
整
備
の
充

実
に
つ
い
て
▼
雇
用
・
財
政
対
策
に

つ
い
て
▼
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
つ
い
て
▼
治
水
対
策
に
つ
い
て
▼

臨
時
的
任
用
教
職
員
に
つ
い
て
▼
非

核
宣
言
自
治
体
に
つ
い
て
▼
建
設
行

政
に
つ
い
て
▼
駅
前
出
張
所
に
つ
い

て
▼
公
共
施
設
白
書
の
作
成
に
つ
い

て
▼
就
学
指
定
校
変
更
制
度
に
つ
い

て
▼
ご
当
地
グ
ル
メ
・
Ｂ
級
グ
ル
メ

の
開
発
に
つ
い
て
▼
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
▼
環
境
問
題
と
北
部
拠
点

の
形
成
に
つ
い
て
▼
格
差
問
題
に
つ

い
て
▼
児
童
生
徒
の
体
力
向
上
に
つ

い
て
▼
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て
▼
八
潮
市
附
属
機
関
に
つ
い
て
▼

自
殺
対
策
に
つ
い
て
▼
道
路
行
政
に

つ
い
て
▼
南
部
地
区
の
整
備
に
つ
い

て
▼
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
方
針
に
つ

い
て
▼
施
策
を
活
用
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
▼
雇
用
創
出
の
実

績
及
び
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
▼
都

市
計
画
税
に
つ
い
て
▼
特
別
支
援
学

級
に
つ
い
て
▼
八
条
用
水
路
に
つ
い

て
▼
外
国
人
登
録
者
数
の
増
加
に
つ

い
て
▼
住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

に
つ
い
て
▼
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
▼
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
▼
地

域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
▼
教
職
員

の
多
忙
化
解
消
に
つ
い
て

　

傍
聴
は
、
市
議
会
の
活
動
に
ふ
れ

る
こ
と
の
で
き
る
身
近
な
方
法
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
場
の
一
般
席
の
傍
聴
人
の

定
員
は　

人
で
す
。

４２

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
傍
聴

受
付
簿
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

傍
聴
者
入
口
か
ら
傍
聴
席
に
入
り
ま

す
。

　

委
員
会
を
傍
聴
で
き
る
人
数
は
、

　

人
ま
で
で
、
手
続
き
は
本
会
議
と

１０同
様
で
す
。

　

定
員
を
超
え
た
場
合
、
入
場
を
一

時
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

【
平
成　

年
第
１
回
定
例
会
の
傍
聴

２２

者
数
１
７
１
名
】

●次回の第２回定例会（６月）の日程（案）●

本　会　議
開会、開議、会議録署名議員の指名、会期の決定、諸報告、
議案の上程及び提案理由の説明など

６月１日�

本　会　議
総括質疑（議案に対する質疑）、議案の委員会付託

９日�

総務文教常任委員会１０日�

建設水道常任委員会１１日�

福祉環境常任委員会１４日�

本会議（一般質問）１５日�

本会議（一般質問）１６日�

本会議（一般質問）１７日�

本　会　議
委員会報告、質疑、討論、採決など、閉会

１８日�

※この定例会日程は予定ですので、変更する場合があります。

　

平
成　

年
３
月　

日
、
本
市
議
会

２０

１９

は
日
本
政
府
が
「
核
兵
器
廃
絶
の
提

唱
・
促
進
」
と
「
非
核
三
原
則
の
厳

守
」
を
あ
ら
た
め
て
国
連
総
会
や
日

本
の
国
会
な
ど
内
外
で
宣
言
し
、「
非

核
日
本
宣
言
」
と
し
て
各
国
政
府
に

通
知
し
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た

め
の
共
同
の
努
力
を
呼
び
か
け
る
よ

う
「
非
核
日
本
宣
言
」
を
求
め
る
意

見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
と
外
務
大
臣

に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
後
、
昨
年
４
月
の
オ
バ
マ
米

国
大
統
領
の「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

に
向
け
た
演
説
以
降
、
米
国
と
ロ
シ

ア
と
の
第
一
次
戦
略
兵
器
削
減
条
約

の
後
継
条
約
の
交
渉
開
始
、
核
不
拡

散
・
核
軍
縮
に
関
す
る
国
連
安
全
保

障
理
事
会
首
脳
級
会
合
に
お
け
る
全

会
一
致
で
の
決
議
の
採
択
、
同
会
合

で
の
鳩
山
総
理
の
核
兵
器
廃
絶
の
先

頭
に
立
つ
と
の
決
意
表
明
、
我
が
国

が
米
国
な
ど
と
共
同
提
案
し
た
核
軍

縮
決
議
案
の
国
連
総
会
で
の
圧
倒
的

多
数
の
賛
成
を
得
て
の
採
決
な
ど
、

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
世
界
的
な
流

れ
は
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
・
長
崎
両
市
と
世
界

て
も
�
人
の
命
を
守
る
�
た
め
に
行

う
、
ま
さ
に
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

人
へ
」
と
い
う
政
府
方
針
の
根
幹
に

位
置
づ
け
さ
れ
る
べ
き
政
策
で
あ 

る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
速
や
か

に
学
校
施
設
の
耐
震
化
等
が
計
画
ど

お
り
進
め
ら
れ
る
よ
う
予
算
措
置
を

図
り
、
更
に
、
各
地
方
議
会
か
ら
こ

れ
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
を
勘

案
し
、
各
地
方
自
治
体
の
負
担
の
軽

減
と
よ
り
一
層
の
支
援
措
置
を
講
ず

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第　

条
の
規

９９

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成　

年
３
月　

日

２２

１９

　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

文
部
科

学
大
臣

意　見　書

の
３
６
８
０
都
市
が
加
盟
す
る
平
和

市
長
会
議
で
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
核
兵
器
を
廃
絶
す
る
た
め
の
具
体

的
な
道
筋
を
示
し
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
」
が
２
０
１
０
年

の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
採
択
さ
れ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
を
踏
ま
え
、
被

爆
国
の
政
府
と
し
て
の
核
兵
器
廃
絶

の
取
り
組
み
を
更
に
確
実
な
も
の
と

す
る
た
め
に
、
国
会
及
び
政
府
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
平
和
市
長
会
議
が

提
案
す
る
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

議
定
書
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
２
０

１
０
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
お

い
て
、
同
議
定
書
を
議
題
と
し
て
提

案
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
の

採
択
に
向
け
、
核
保
有
国
を
は
じ
め

と
す
る
各
国
政
府
に
働
き
か
け
て
い

た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第　

条
の
規

９９

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成　

年
３
月　

日

２２

１９

　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議

長　

内
閣
総
理
大
臣　

外
務
大
臣

学
校
耐
震
化
推
進
と
更
な
る
支
援

措
置
を
求
め
る
意
見
書

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

「
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
改
正

案
」
が
成
立
し
、
国
の
緊
急
措
置
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
、
各
地
方
自
治
体

に
お
い
て
も
積
極
的
な
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
が
、
併
せ
て
各
地
方

自
治
体
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

苦
慮
し
て
い
る
実
態
も
事
実
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
に
「
す
べ
て
の
公
立
学
校

の
耐
震
化
を
実
施
す
る
た
め
の
所
要

の
予
算
の
確
保
」「
時
限
措
置
の
延

長
」「
改
築
や
新
増
築
な
ど
に
対
し
て

の
補
助
単
価
の
補
正
ル
ー
ル
な
ど
き

め
細
か
な
対
策
」「
耐
震
診
断
の
み
の

実
施
に
つ
い
て
も
補
助
率
の
嵩
上
げ

な
ど
を
検
討
」「
一
次
診
断
と
二
次
診

断
の
結
果
に
よ
り
補
助
率
の
変
更
が

な
い
よ
う
配
慮
す
る
」「
耐
震
化
と
共

に
行
う
大
規
模
改
造
の
補
助
の
充
実
」

等
々
の
意
見
書
が
各
地
方
議
会
よ
り

提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
国
会
に
提
出
さ
れ
た

予
算
案
で
は
、
学
校
耐
震
化
関
連
予

算
が
約　

％
削
減
さ
れ
、
平
成　

年

６３

２２

度
に
予
定
さ
れ
て
い
た
全
国
約
５
０

０
０
棟
の
学
校
施
設
が
約
２
２
０
０

棟
へ
と
大
幅
に
減
ら
さ
れ
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自

治
体
の
影
響
は
多
大
で
あ
り
、
事
業

の
縮
小
、
停
止
、
ま
た
は
新
た
な
起

債
に
よ
る
借
金
を
も
っ
て
事
業
を
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
学
校
耐
震
化
事
業

は
、
全
国
に
お
い
て
近
年
頻
発
す
る

地
震
に
対
し
、
効
果
的
・
効
率
的
な

対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
し
た
上
で
、

児
童
生
徒
が
多
く
の
時
間
を
過
ご
す

学
習
の
場
で
あ
る
学
校
校
舎
は
も
と

よ
り
、
地
震
発
生
時
に
は
地
域
住
民

等
の
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育
館
も

含
め
、
効
果
的
な
対
策
を
選
択
し
戦

略
的
に
集
中
し
て
推
進
す
る
た
め
に

法
制
化
さ
れ
た
「
地
震
防
災
対
策
特

別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、

か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も
達
を
は
じ

め
、
地
域
の
人
々
の
生
命
を
災
害
か

ら
守
る
と
い
う
地
方
自
治
体
に
と
っ

て
最
も
優
先
す
べ
き
事
業
で
あ
り
、

同
時
に
行
う
大
規
模
改
造
事
業
に
お

い
て
も
子
ど
も
達
が
安
全
な
環
境
の

も
と
で
学
び
遊
べ
る
環
境
づ
く
り
と

し
て
、
た
と
え
対
象
が
施
設
で
あ
っ

議
会
を

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　

定
例
会
の
最
終
日
に
議
員
提
出
議

案
と
し
て
、掲
載
の
意
見
書
の
ほ
か
、

「
地
方
財
政
制
度
の
抜
本
的
な
改
革

を
求
め
る
意
見
書
」「
政
治
資
金
規

正
法
の
制
裁
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設

等
を
求
め
る
意
見
書
」「
草
加
高
校

定
時
制
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」

な
ど
の
意
見
書
を
上
程
し
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
」

の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
の
採
択
に

向
け
た
取
り
組
み
を
求
め
る
意
見
書

そ
の
他
の
一
般
質
問
事
項
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